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	３０．社長として知っておくべき��生命保険の知識
	「社長として知っておくべき生命保険の知識」の�勘所は以下の４点です
	１．生命保険の基本的タイプを知ること
	２．企業のライフステージに合わせたリスクヘッ�　　ジを考える
	３．ニーズに合った特約のタイプを知る
	４．信頼できるアドバイザーを得る

